




















（法人単位）

注記事項

１． 貸借対照表関係

(1) その他行政コスト累計額に係る注記

その他行政コスト累計額のうち、出資を財源に取得した資産に係る金額 △ 101,294,384,441 円

(2) 減損会計に係る注記

① 当事業年度において減損を認識した固定資産は以下のとおりです。

ア 減損を認識した固定資産の用途、種類、場所、帳簿価額等の概要
区分 管理部等 資産名称 用途 場所 種類 帳簿価額

土地 366,370,000円

建物 29,028,591円

構築物 65,294,505円

土地 55,949,000円

建物 17,705,400円

構築物 713,661円

C 藤本・大わし管理部 天敵飼育実験棟 研究業務用 茨城県つくば市 建物 4,703,273円

C 北海道管理部 サンプル冷蔵室 研究業務用 北海道札幌市 建物 1,153,304円

C 北海道管理部 イネ科牧草隔離温室 研究業務用 北海道札幌市 建物 3,373,355円

C 九州沖縄管理部 第２便所 研究業務用 長崎県南島原市 建物 17,800円

C 九州沖縄管理部 第１温室 研究業務用 長崎県南島原市 建物 877,649円

C 九州沖縄管理部 第２ガラス室 研究業務用 長崎県南島原市 建物 685,581円

C 九州沖縄管理部 土壌置場 研究業務用 長崎県南島原市 建物 65,070円

C 九州沖縄管理部 第２温室 研究業務用 長崎県南島原市 建物 803,565円

C 九州沖縄管理部 第３温室 研究業務用 長崎県南島原市 建物 789,864円

C 九州沖縄管理部 第４温室 研究業務用 長崎県南島原市 建物 715,560円

C 九州沖縄管理部 第３ガラス室 研究業務用 長崎県南島原市 建物 674,670円

建物 1,680,970円

構築物 1円

C 九州沖縄管理部 ガラス室 研究業務用 長崎県南島原市 建物 1,165,388円

C 九州沖縄管理部
鉄骨ビニールハウス
ほか

研究業務用 長崎県南島原市 構築物 122,503円

建物 3,275,264円

構築物 1円

イ 減損の認識に至った経緯

ウ

区分 管理部等 資産名称 種類
損益計算書に
計上した金額

損益計算書に
計上していない金額

建物 18,320,481円 10,708,110円

構築物 10,700,415円 54,594,090円

土地 0円 39,164,000円

建物 1円 17,705,399円

構築物 613,800円 99,861円

C 藤本・大わし管理部 天敵飼育実験棟 建物 1,807,123円 2,896,150円

C 北海道管理部 サンプル冷蔵室 建物 957,212円 196,092円

C 北海道管理部 イネ科牧草隔離温室 建物 0円 3,373,355円

C 九州沖縄管理部 第２便所 建物 0円 17,800円

C 九州沖縄管理部 第１温室 建物 0円 877,649円

C 九州沖縄管理部 第２ガラス室 建物 0円 685,581円

C 九州沖縄管理部 土壌置場 建物 0円 65,070円

C 九州沖縄管理部 第２温室 建物 0円 803,565円

C 九州沖縄管理部 第３温室 建物 0円 789,864円

C 九州沖縄管理部 第４温室 建物 0円 715,560円

C 九州沖縄管理部 第３ガラス室 建物 0円 674,670円

建物 0円 1,680,970円

構築物 0円 1円

C 九州沖縄管理部 ガラス室 建物 0円 1,165,388円

C 九州沖縄管理部
鉄骨ビニールハウス
ほか

構築物 0円 122,503円

建物 575,258円 2,700,006円

構築物 0円 1円

エ

　区分C資産は、老朽化により売却見込みがないことから使用価値相当額により測定しており、当該資産の使用が想定されていないことから、回収
可能サービス価額を０円として算出しております。

C 九州沖縄管理部 温室（３）

　区分A資産の土地については、正味売却価額により測定しており、当該正味売却価額は不動産鑑定評価額を使用しております。回収可能サービ
ス価額が帳簿価額を下回ると認められないため、減損損失額は計上しておりません。
　建物及び構築物については、老朽化により売却見込みがないことから使用価値相当額により測定しており、当該資産の使用が想定されていない
ことから０円として算出しております。

　区分B資産の土地については、正味売却価額により測定しており、当該正味売却価額は不動産鑑定評価額を使用しております。帳簿価額が回
収可能サービス価額を上回るため、回収可能サービス価額まで減損しております。
　建物及び構築物については、老朽化により売却見込みがないことから使用価値相当額により測定しており、当該資産の使用が想定されていない
ことから０円として算出しております。

回収可能サービス価額の算出方法

A 観音台第２管理部 常陸大宮研究拠点 研究業務用 茨城県常陸大宮市

B 北海道管理部 美唄試験地 研究業務用 北海道美唄市

C 九州沖縄管理部 降雨遮断ガラス室 研究業務用 長崎県南島原市

C 九州沖縄管理部 温室（３） 研究業務用 宮崎県都城市

　区分Ａ資産は、依頼照射業務及び法令上の放射線照射業務施設の廃止手続きが終了し、令和７年１０月をもって事業場を廃止したため、減損を
認識しております。

　区分B資産は、寒地における湿地利用等の研究に使用していましたが、対象研究完了後は使用実績がなく、今後の利用予定もないことから使用
しないと決定したため、減損を認識しております。

A 観音台第２管理部 常陸大宮研究拠点

B 北海道管理部 美唄試験地

C 九州沖縄管理部 降雨遮断ガラス室

減損額のうち損益計算書に計上した金額と計上していない金額の主要な固定資産ごとの内訳

　区分C資産は、他の施設への集約化及び施設の老朽化に伴い使用しないと決定したため、減損を認識しております。



（法人単位）

② 当事業年度において減損の兆候が認められた固定資産は以下のとおりです。

ア 減損の兆候が認められた固定資産の用途、種類、場所等の概要
区分 管理部等 資産名称 用途 場所 種類 使用しなくなる日

A 東北管理部
家畜排泄物処理施
設

研究業務用 岩手県盛岡市 建物 －

建物

構築物

建物

構築物

建物

構築物

建物

構築物

建物

構築物

建物

構築物

B 観音台第１管理部 渡り廊下 No.49 研究業務用 新潟県上越市 建物 令和９年度以降

建物

構築物

B 観音台第１管理部 渡り廊下 No.59 研究業務用 新潟県上越市 建物 令和９年度以降

建物

構築物

B 観音台第１管理部 渡り廊下 No.62 研究業務用 新潟県上越市 建物 令和９年度以降

B 観音台第１管理部 交配ガラス室 研究業務用 新潟県上越市 建物 令和９年度以降

B 観音台第１管理部 大麦乾燥施設 研究業務用 新潟県上越市 建物 令和９年度以降

建物

構築物

B 観音台第１管理部 廃水処理室 研究業務用 新潟県上越市 建物 令和９年度以降

B 観音台第１管理部 渡り廊下 No.84 研究業務用 新潟県上越市 建物 令和９年度以降

建物

構築物

B 観音台第１管理部 渡り廊下 No.93 研究業務用 新潟県上越市 建物 令和９年度以降

B 観音台第１管理部 資材格納庫 研究業務用 新潟県上越市 建物 令和９年度以降

B 観音台第１管理部 プレハブ倉庫 研究業務用 新潟県上越市 建物 令和９年度以降

建物

構築物

建物

構築物

B 北海道管理部 業務室 研究業務用 北海道河西郡芽室町 建物 令和９年度以降

B 北海道管理部
畑作物分析材料調
整室

研究業務用 北海道河西郡芽室町 建物 令和９年度以降

建物

構築物

建物

構築物

B 北海道管理部 図書室付属渡廊下 研究業務用 北海道河西郡芽室町 建物 令和９年度以降

B 東北管理部 共同実験室 研究業務用 岩手県盛岡市 建物 令和９年度以降

B 東北管理部 ボイラー室 研究業務用 岩手県盛岡市 建物 令和９年度以降

建物

構築物

B 東北管理部 ボンベ庫 研究業務用 岩手県盛岡市 建物 令和９年度以降

建物

構築物

建物

構築物

B 東北管理部 機械室 研究業務用 岩手県盛岡市 建物 令和９年度以降

B 東北管理部 ボンベ室 研究業務用 岩手県盛岡市 建物 令和９年度以降

B 東北管理部 薬品庫 研究業務用 岩手県盛岡市 建物 令和９年度以降

建物

構築物

B 東北管理部 受水槽室 研究業務用 岩手県盛岡市 建物 令和９年度以降

B 九州沖縄管理部 研究本館 研究業務用 福岡県筑後市 建物 令和９年度以降

B 九州沖縄管理部 ポンプ室（２） 研究業務用 福岡県筑後市 建物 令和９年度以降

建物

構築物

建物
構築物

D 北海道管理部 牧草調査室 研究業務用 北海道札幌市 建物 令和８年度以降

D 北海道管理部 草類総合農機具庫 研究業務用 北海道札幌市 建物 令和８年度以降

D 北海道管理部
イネ科牧草隔離温室
附属機械室

研究業務用 北海道札幌市 建物 令和８年度以降

D 北海道管理部 草類総合作業室 研究業務用 北海道札幌市 建物 令和８年度以降

D 北海道管理部 マメ科牧草交配温室 研究業務用 北海道札幌市 建物 令和８年度以降

D 北海道管理部 草地硝子網室 研究業務用 北海道札幌市 建物 令和８年度以降

E 観音台第３管理部 第２感染動物舎 研究業務用 茨城県つくば市 建物 －

E 観音台第３管理部 アイソト－プガラス室 研究業務用 茨城県つくば市 建物 －

E 観音台第３管理部 第１隔離実験動物舎 研究業務用 茨城県つくば市 建物 －

E 観音台第３管理部 動物検疫舎 研究業務用 茨城県つくば市 建物 －

E 藤本・大わし管理部 温室 研究業務用 茨城県かすみがうら市 建物 －

B 東北管理部
研究A棟（共同研究
棟）

研究業務用 岩手県盛岡市 令和９年度以降

B

B 観音台第１管理部 第１共同実験棟 研究業務用 新潟県上越市 令和９年度以降

B 観音台第１管理部 昆虫飼育室 研究業務用 新潟県上越市 令和９年度以降

B 観音台第１管理部 世代促進用温室 研究業務用 新潟県上越市 令和９年度以降

B 観音台第１管理部 第２共同実験棟 研究業務用 新潟県上越市 令和９年度以降

B 観音台第１管理部 暖房機械室 研究業務用 新潟県上越市 令和９年度以降

B 観音台第１管理部 第１車庫 研究業務用 新潟県上越市 令和９年度以降

B 観音台第１管理部 業務センター 研究業務用 新潟県上越市 令和９年度以降

B 観音台第１管理部 育種温室 研究業務用 新潟県上越市 令和９年度以降

B 観音台第１管理部 育種工学実験棟 研究業務用 新潟県上越市 令和９年度以降

B 北海道管理部 総合畜舎 研究業務用 北海道河西郡芽室町 令和９年度以降

B 北海道管理部 庁舎実験室 研究業務用 北海道河西郡芽室町 令和９年度以降

B 北海道管理部 図書室 研究業務用 北海道河西郡芽室町 令和９年度以降

令和９年度以降

B 九州沖縄管理部 第１調査室 研究業務用 福岡県筑後市 令和９年度以降

B 北海道管理部 環境総合実験棟 研究業務用 北海道河西郡芽室町 令和９年度以降

B 東北管理部 汽罐室 研究業務用 岩手県盛岡市 令和９年度以降

東北管理部 業務科職員室 研究業務用 岩手県盛岡市

B 観音台第１管理部
根圏環境動態解析
実験棟

研究業務用 茨城県つくば市 令和９年度以降

B 東北管理部
研究B棟（総合研究
棟）

研究業務用 岩手県盛岡市 令和９年度以降

C 藤本・大わし管理部 八岳農場 研究業務用 長野県茅野市 令和８年度以降
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E 藤本・大わし管理部 組織培養実験室 研究業務用 静岡県静岡市 建物 －

建物 －

構築物 －

E 東北管理部 試料調整調査室 研究業務用 岩手県盛岡市 建物 －

E 東北管理部
生育調節調査室（種
子貯蔵庫）

研究業務用 岩手県盛岡市 建物 －

E 九州沖縄管理部
カンキツ品種機能開
発実験棟

研究業務用 長崎県南島原市 建物 －

E 九州沖縄管理部 調査室（５） 研究業務用 熊本県合志市 建物 －

建物

構築物

イ

ウ 減損の認識に至らない根拠

　区分A、E資産は、今後の利用計画により、将来の使用稼働が見込まれております。

　区分B～D資産は、当事業年度期末時点で使用しております。

エ 将来の使用しなくなる日における帳簿価額、回収可能サービス価額及び減損額の見込額

区分 管理部等 資産名称 種類 帳簿価額
回収可能サービス

価額（見込額）
減損額（見込額）

建物 51,495,455円 0円 51,495,455円

構築物 9円 0円 9円

建物 17,731,395円 0円 17,731,395円

構築物 1,627,796円 0円 1,627,796円

建物 1,573,208円 0円 1,573,208円

構築物 1,103,010円 0円 1,103,010円

建物 351,800円 0円 351,800円

構築物 3円 0円 3円

建物 16,585,703円 0円 16,585,703円

構築物 8,889円 0円 8,889円

建物 205,779円 0円 205,779円

構築物 1円 0円 1円

B 観音台第１管理部 渡り廊下 No.49 建物 2,034,453円 0円 2,034,453円

建物 11円 0円 11円

構築物 3円 0円 3円

B 観音台第１管理部 渡り廊下 No.59 建物 81,280円 0円 81,280円

建物 14,901,858円 0円 14,901,858円

構築物 6円 0円 6円

B 観音台第１管理部 渡り廊下 No.62 建物 179,296円 0円 179,296円

B 観音台第１管理部 交配ガラス室 建物 893,075円 0円 893,075円

B 観音台第１管理部 大麦乾燥施設 建物 1,096,193円 0円 1,096,193円

建物 740,956円 0円 740,956円

構築物 1円 0円 1円

B 観音台第１管理部 廃水処理室 建物 195,885円 0円 195,885円

B 観音台第１管理部 渡り廊下 No.84 建物 260,571円 0円 260,571円

建物 9,211,015円 0円 9,211,015円

構築物 3円 0円 3円

B 観音台第１管理部 渡り廊下 No.93 建物 1,616,796円 0円 1,616,796円

B 観音台第１管理部 資材格納庫 建物 1円 0円 1円

B 観音台第１管理部 プレハブ倉庫 建物 1円 0円 1円

建物 40,608,598円 0円 40,608,598円

構築物 6,423,839円 0円 6,423,839円

建物 51,345,050円 0円 51,345,050円

構築物 3円 0円 3円

B 北海道管理部 業務室 建物 5,049,270円 0円 5,049,270円

B 北海道管理部
畑作物分析材料調
整室

建物 752,455円 0円 752,455円

建物 5,150,695円 0円 5,150,695円

構築物 1円 0円 1円

建物 20,883,841円 0円 20,883,841円

構築物 4円 0円 4円

B 北海道管理部 図書室付属渡廊下 建物 339,370円 0円 339,370円

B 東北管理部 共同実験室 建物 24,029,376円 0円 24,029,376円

B 東北管理部 ボイラー室 建物 100,499円 0円 100,499円

建物 44,372,528円 0円 44,372,528円

構築物 3円 0円 3円

B 東北管理部 ボンベ庫 建物 11,566円 0円 11,566円

建物 6円 0円 6円

構築物 2円 0円 2円

建物 156,014,383円 0円 156,014,383円

構築物 10円 0円 10円

B 東北管理部 機械室 建物 4,625,022円 0円 4,625,022円

B 東北管理部 ボンベ室 建物 1円 0円 1円

観音台第１管理部
根圏環境動態解析
実験棟

B

　区分E資産は、研究業務用として使用しておりますが、当初の予定と比較して稼働率が著しく低下した状態が続いております。

兆候の概要

E 北海道管理部
寒地農業生物機能
開発センター

研究業務用 北海道札幌市

E 九州沖縄管理部 組換植物隔離温室 研究業務用 熊本県合志市 －

　区分A資産は、畜産研究に使用していましたが、対象研究の完了に伴い、減損の兆候が認められました。研究施設としての機能は引き続き有し
ており、今後の使用も認められるものです。

　区分C資産は、栽培試験等に使用していましたが、他農場等への移転を順次進め、令和８年度をもって栽培試験の終了及び事業場を廃止とする
ため、使用しなくなる日以降に処分することとしております。

　区分B資産は、令和７年度補正予算による建替工事の実施に伴い解体撤去を予定しており、使用しなくなる日以降に処分することとしておりま
す。

　区分D資産は、研究業務の集約化及び施設の老朽化により廃止決定を行い、使用しなくなる日以降に処分することとしております。

B 観音台第１管理部 第１共同実験棟

B 観音台第１管理部 昆虫飼育室

B 観音台第１管理部 世代促進用温室

B 観音台第１管理部 第２共同実験棟

B 観音台第１管理部 暖房機械室

B 観音台第１管理部 第１車庫

B 観音台第１管理部 業務センター

B 観音台第１管理部 育種温室

B 観音台第１管理部 育種工学実験棟

B 北海道管理部 総合畜舎

B 北海道管理部 庁舎実験室

B 北海道管理部 図書室

B 北海道管理部 環境総合実験棟

B 東北管理部
研究B棟（総合研究
棟）

B 東北管理部 汽罐室

B 東北管理部
研究A棟（共同実験
棟）
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B 東北管理部 薬品庫 建物 1円 0円 1円

建物 21,379,080円 0円 21,379,080円

構築物 4,123円 0円 4,123円

B 東北管理部 受水槽室 建物 1,476,455円 0円 1,476,455円

B 九州沖縄管理部 研究本館 建物 74,747,543円 0円 74,747,543円

B 九州沖縄管理部 ポンプ室（２） 建物 148,070円 0円 148,070円

建物 25,906,416円 0円 25,906,416円

構築物 1円 0円 1円

建物 33,312,446円 0円 33,312,446円

構築物 2,379,167円 0円 2,379,167円

D 北海道管理部 牧草調査室 建物 483,433円 0円 483,433円

D 北海道管理部 草類総合農機具庫 建物 371,629円 0円 371,629円

D 北海道管理部
イネ科牧草隔離温室
附属機械室

建物 1,450,471円 0円 1,450,471円

D 北海道管理部 草類総合作業室 建物 468,283円 0円 468,283円

D 北海道管理部 マメ科牧草交配温室 建物 2,592,727円 0円 2,592,727円

D 北海道管理部 草地硝子網室 建物 4,843,740円 0円 4,843,740円

（3）
① 土地
② 土地

（1）取得価額 1,581,129円

（2）減価償却 0円

（3）帳簿価額 1,581,129円

④

⑤ 現金による納付
⑥ 771,441円
⑦ 0円

（1）国庫納付額 771,441円

　　納付年月日 令和8年3月27日 

（2）地方公共団体への払戻額 0円

　　納付年月日

（3）その他民間等への払戻額 0円

　　納付年月日
⑨ 1,581,129円
⑩

① 現金及び預金
② 現金及び預金

（1）取得価額 295,097,400円

（2）減価償却 0円

（3）帳簿価額 295,097,400円

④

⑤ 現金による納付
⑥ 0円
⑦ 0円

（1）国庫納付額 190,660,924円

　　納付年月日 令和7年12月15日 

（2）地方公共団体への払戻額 29,496円

　　納付年月日 令和8年2月27日 

（3）その他民間等への払戻額 104,406,980円

　　納付年月日 令和8年2月27日 
⑨ 295,097,400円

⑩

（4） 退職給付に係る注記

① 採用している退職給付制度の概要

② 確定給付制度

ア

期首における退職給付引当金 27,029,733,195 円

退職給付費用 2,958,760,157 円

退職給付の支払額 △ 1,610,411,359 円

期末における退職給付引当金 28,378,081,993 円

イ 退職給付に関連する損益

2,958,760,157 円

⑧
国庫納付等の額
納付等年月日

減資額

備考
払戻し額については、出資金の一部払戻し
の催告を行い、払戻請求があった額を行っ
た。

資産の種類

資産名称

③ 帳簿価額

不要財産となった理由

令和7事業年度に満期を迎えた有価証券に
ついて、再運用しなくても本業務に必要な
経費を賄うことが可能であることから、将来
にわたり業務を確実に実施する上で必要
がない財産と認められたため。

国庫納付等の方法

譲渡収入の額

控除費用

③

⑧

資産名称

帳簿価額

不要財産となった理由

国庫納付等の方法

譲渡収入の額

　当法人は、職員の退職給付に充てるため、非積立型の退職一時金制度を採用しております。当該制度では、給与と勤務期間に基づいた一時金
を支給しており、簡便法により退職給付引当金及び退職給付費用を計算しております。

減資額
備考

控除費用

国庫納付等の額
納付等年月日

簡便法を適用した制度の、退職給付引当金の期首残高と期末残高の調整表

資産の種類

九州沖縄農業研究センターにおける道路
整備用地の土地譲渡依頼のため。

不要財産に係る国庫納付等に係る注記

B 九州沖縄管理部 第１調査室

C 藤本・大わし管理部 八岳農場

B 東北管理部 業務科職員室

簡便法で計算した退職給付費用
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（5） 流動資産の主な内訳

未収金の内訳

未収金 3,650,438,879 円

顧客との契約から生じた債権 467,694,245 円

２． 行政コスト計算書関係
（1） 国立研究開発法人の業務運営に関して国民の負担に帰せられるコスト

行政コスト 79,182,870,273 円

自己収入等 △ 5,832,364,247 円

法人税等及び国庫納付額 △ 83,754,000 円

機会費用 6,443,097,171 円

79,709,849,197 円

（2） 機会費用の計上方法

①

②

③

（3）

　筑波共同利用施設から提供を受けている受益の費用　　 244,161,905 円

３． 損益計算書関係

（1） 経常費用の主な内訳

① 農業技術研究業務費　人件費の内訳

役員報酬 102,482,695 円

給与、賞与及び諸手当 18,848,113,715 円

法定福利費 3,378,859,028 円

その他人件費 3,093,638,834 円

② 種苗管理業務費　人件費の内訳

役員報酬 5,516,739 円

給与、賞与及び諸手当 1,369,482,349 円

法定福利費 242,604,964 円

その他人件費 227,991,957 円

③ 農業機械化促進研究業務費　人件費の内訳

給与、賞与及び諸手当 435,063,352 円

法定福利費 94,231,197 円

その他人件費 210,280,623 円

➃ 検査鑑定業務費　人件費の内訳

給与、賞与及び諸手当 78,001,658 円

法定福利費 12,324,145 円

その他人件費 1,937,210 円

⑤ 基礎的研究業務費　人件費の内訳

給与、賞与及び諸手当 189,128,189 円

法定福利費 83,752,282 円

その他人件費 366,106,992 円

⑥ 特定公募型研究開発業務費　人件費の内訳

給与、賞与及び諸手当 17,177,042 円

法定福利費 5,435,380 円

その他人件費 15,604,721 円

⑦ 特例業務費　人件費の内訳

給与、賞与及び諸手当 3,942,457 円

法定福利費 717,354 円

⑧ 一般管理費　人件費の内訳

役員報酬 103,307,158 円

給与、賞与及び諸手当 4,132,632,081 円

法定福利費 794,984,212 円

退職金費用 955,183 円

その他人件費 1,004,627,008 円

国立研究開発法人の業務運営に関し
て国民の負担に帰せられるコスト

　 10年利付国債の令和８年３月末利回りを参考に2.345％で計算しております。

国又は地方公共団体との人事交流による出向職員から生ずる機会費用の計算方法

国又は地方公共団体の財産の無償又は減額された使用料による貸借取引から生ずる機会費用の計算方法

　受託研究の予算で取得し、国へ返還した固定資産のうち、無償使用することを国から承認された研究開発用固定資産に対し、取得時から減価償
却を行ったと仮定した場合の令和７年度減価償却相当額を計上しております。

政府出資又は地方公共団体出資等から生ずる機会費用の計算に使用した利率

　当該職員が国又は地方公共団体に復帰後退職する際に支払われる退職金のうち、国立研究開発法人での勤務時間に対応する部分について、
給与規則に定める退職給付支給基準等を参考に計算しております。

国又は地方公共団体の資源を利用することから生ずる機会費用に準ずる費用関係

　独立行政法人会計基準注43第３項の項目には該当しませんが、国又は地方公共団体の資源を利用することから生ずる機会費用に準ずる費用は次のと
おりであります。
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（2） リース資産の会計処理

ファイナンス・リース取引が当期総利益に与える影響額 △ 450,048 円

当該影響額を除いた当期総利益 20,266,748,549 円

（3） 収益認識に関する注記

　当法人は、以下に記載する内容を除き、会計基準第８６における収益に重要性が乏しいため、注記を省略しております。

① 収益の分解情報

② 収益を理解するための基礎となる情報

③ 当該事業年度及び翌事業年度以降の収益の金額を理解するための情報

４． キャッシュ・フロー計算書関係

（1） 資金の期末残高の貸借対照表科目別の内訳

現金及び預金 35,201,869,177 円

資金期末残高 35,201,869,177 円

（2） 重要な非資金取引

① 寄附による資産の取得

機械装置 39,091,197 円

工具器具備品 49,407,464 円

ソフトウェア 4,142,266 円

計 92,640,927 円

② ファイナンス・リースによる資産の取得

工具器具備品 428,476,620 円

計 428,476,620 円

５． 金融商品に関する注記

（1） 金融商品の状況に関する事項

① 農業技術研究業務勘定及び基礎的研究業務勘定

② 農業機械化促進業務勘定及び民間研究特例業務勘定

③ 特定公募型研究開発業務勘定

　当該事業年度末における残存履行義務について、農業技術研究業務勘定、農業機械化促進業務勘定における受託研究に係る収益のうち、当
初に予想される契約期間が1年以内の契約については、注記を省略しております。なお、受託研究に係る収益のうち契約期間が1年を超える契約
については、現在までに履行が完了した部分に対する顧客にとっての価値に直接対応する対価の額を顧客から受け取る権利を有することとなる
ため、注記を省略しております。また、農業技術研究業務勘定における生産物売払いに係る収益は、当初に予想される契約期間が１年を超える重
要な取引がないため、注記を省略しております。また、農業機械化促進業務勘定における安全性検査事業に係る収益は、当初に予想される契約
期間が１年を超える重要な取引がないため、注記を省略しております。

  資金運用については、基本財源として受け入れた政府及び民間等からの出資金を財源としており、独立行政法人通則法第４７条の規定等に基
づき運用を行っております。

　資金運用については、独立行政法人通則法第４７条の規定等に基づき、預金に限定しております。

  資金運用を行っておらず、預金は銀行保証のリスクを回避するため決済性預金としており、主に国からの運営費交付金により資金を調達してお
ります。

　農業技術研究業務勘定における各事業の主なサービス等の種類は受託研究、生産物売払いであり、一定の事業等のまとまりごとの区分におけ
るこれらの収益は、マネジメントセグメント81百万円、基盤技術セグメント363百万円、研究セグメントⅠ1,136百万円、研究セグメントⅡ875百万円、
研究セグメントⅢ1,318百万円、研究セグメントⅣ1,559百万円、種苗管理セグメント171百万円、農研勘定共通3百万円であります。なお、受託研究
収入は受託収入に含まれており、生産物売払収入は事業収益に含まれております。
　農業機械化促進業務勘定における各事業の主なサービス等の種類は受託研究、安全性検査事業であり、一定の事業等のまとまりごとの区分に
おけるこれらの収益は、26百万円及び18百万円であります。なお、受託研究収入は受託収入に含まれており、安全性検査事業収入は事業収益に
含まれております。

　「重要な会計方針に係る事項に関する注記」の「収益及び費用の計上基準」に記載のとおりであります。
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（2） 金融商品の時価等に関する事項

（単位：百万円）

（１）有価証券及び投資有価証券 7,068 7,072 3

①売買目的有価証券 6,669 6,669 -

②満期保有目的の債券 399 402 3

（２）長期未収金 789

貸倒引当金 △ 627

161 161 -

（３）破産更生債権等 112

貸倒引当金 △ 112

0 0 -

（４）預託金

財政融資資金預託金 1,185 1,006 △ 178

（*）百万円未満は切り捨てて記載しております。

（注１）市場価格のない株式等は次のとおりです。

（単位：百万円）

区分 貸借対照表計上額

関係会社株式 20

（*）百万円未満は切り捨てて記載しております。

（注２）時価の算定に用いた評価技法及びインプットの説明

有価証券及び投資有価証券

長期未収金

破産更生債権等

預託金

６． その他独立行政法人の状況を適切に開示するために必要な会計情報

　長期未収金については、財務内容評価法に基づき時価を算定しております。時価に対して観察できないインプットによる影響額が重要と判
断し、レベル３の時価に分類しております。

　預託金の時価は、元利金の合計額と、当該預託金の残存期間及び信用リスクを加味した利率を基に、割引現在価値法により算定してお
り、レベル２の時価に分類しております。

　レベル３の時価：重要な観察できないインプットを使用して算定した時価

　レベル２の時価：レベル１のインプット以外の直接又は間接的に観察可能なインプットを用いて算定した時価

　レベル１の時価：同一の資産又は負債の活発な市場における（無調整の）相場価格により算定した時価

　　　金融商品の時価を、時価の算定に用いたインプットの観察可能性及び重要性に応じて、以下の三つのレベルに分類しております。

  社債は、相場価格を用いて評価しております。当法人が保有している社債は、市場での取引頻度が低く、活発な市場における相場価格とは
認められないため、その時価をレベル２の時価に分類しております。

　破産更生債権等については、財務内容評価法に基づき時価を算定しております。時価に対して観察できないインプットによる影響額が重要
と判断し、レベル３の時価に分類しております。

　 時価の算定に重要な影響を与えるインプットを複数使用している場合には、それらのインプットがそれぞれ属するレベルのうち、時価の算
定における優先順位が最も低いレベルに時価を分類しております。

貸借対照表
計上額（*）

時価（*） 差額

　期末日における貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、次のとおりであります。なお、現金は注記を省略しており、預金、未収金及
び未払金は短期間で決済されるため時価が帳簿価額に近似することから、注記を省略しております。また、新株予約権は金額的重要性がないため注
記を省略しております。

　当事業年度末における特定関連会社は、その資産、収益等を考慮して、連結の範囲から除いても関係法人集団の財政状態、運営状況及び公的
資金の使用状況等に関する合理的な判断を妨げない程度に重要性が乏しいため、連結財務諸表は作成しておりません。
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